
１．は　じ　め　に

　二度目の東京オリンピックに向け，スポーツ
庁は，トップ層の活躍だけではなく「育成」を

強調しており，生涯スポーツ振興も提唱されて
いる．その実現にあたり，青少年時代に十分身
体を動かした経験が成人後のスポーツへの参加
につながるため，ジュニアスポーツはプロを目
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高校時代の運動部経験によるスポーツに対するイメージの違い： 
大学新入生を対象とする２つの調査より†
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Differences in the Image of Sports due to Extracurricular Sports  

Experiences in High School:  

From Two Surveys Targeting University Freshmen†
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Abstract
The image of sports is important because it is relevant to sports practice as adults. We exam-
ined the effects of adolescent extracurricular sports experience on university freshmen’s image 
concerning sports. University freshmen in the Tokyo area （N=81, and N=79） participated in 
two retrospective surveys using different measures. In Study 1, we asked participants to list 
positive and negative aspects of sports, and in Study 2, we asked them to list three words asso-
ciated with sports and evaluate the desirability of these words. Results indicated that playing 
sports has a positive overall image. Social function and personal growth were listed more often 
than physical health as positive aspects of sports. Students who experienced extracurricular 
sports listed other merits besides physical health resulting from their experience, suggesting 
that they gained different advantages. The physical burden was most often listed as a negative 
aspect of sports by students with and without extracurricular sports experiences. Moreover, 
over one-third of the participants responded “none” to the question about the image of sports, 
reflecting their positive attitude about sports. The analysis of words associated with sports also 
indicated the overall positive image of sports. Also, students with extracurricular sports expe-
riences had more positive images of sports than students without such experiences. However, 
students who participated in sports club activities more often had a more negative image of 
sports than students with less frequent participation in club activities, suggesting that too many 
sports activities might reduce intrinsic motivation. These results are discussed from the per-
spective of club activity management.

Key words：�Attitude, Image, Students, Sports Club, Sport Culture



ている高校生は，そうでない高校生より日常生
活で生じるさまざまな問題や要求に対し建設的
かつ効果的に対処する能力が高い7），課題志向
性および協同性が高い8）という知見が得られて
いる．これに加え，部活動を含むスポーツ集団
に所属することには社会性向上の効果も指摘さ
れる．具体的には，社会的スキルの向上6），道
徳性や社会性の向上9）及び問題行動の低減10）と
いった効果が示されている．
　スポーツ庁が2018年に出した「運動部活動
の在り方に関する総合的なガイドライン」11）に
おいて，「運動部活動は，スポーツの技能等の
向上のみならず，生徒の生きる力の育成，豊か
な学校生活の実現に意義を有するものとなるこ
とが望まれます」と明記されている．部活動で
は「生徒の自主的，自発的な活動の場の充実」
が求められており，具体的には自主性，協調
性，達成感などの育成が課外活動としての部活
動が持つべき効果として挙げられている．その
PDCAサイクル検討の必要性もまた指摘されて
いるが，これを検討した研究は先述した問題解
決能力や社会性の向上を調べたいくつかの研究
が見られるのみである．

１．２　日本の青少年とスポーツの状況
　子どものスポーツ活動のきっかけは，親の勧
めによることも多く，親もスポーツの様々な効
用を認識している．例えば，ベネッセ教育総合
研究所が3歳から高校生の子を持つ母親を対象
に行った大規模な調査において，98％という圧
倒的多数が「子どもにとって運動やスポーツ
は必要だ」と考えていることが報告されてい 
る12）．笹川スポーツ財団が行った調査13）でも，

「子どもが今の時期に運動・スポーツをするこ
とは重要だと思う」を肯定した保護者は96％を
超えた．これを反映して幼児期から小学生にか
けてスポーツの習い事は盛んであり，学校の運
動部・民間のスポーツクラブ・地域のスポーツ
クラブのいずれにも入っていない者は小学校中
学年で32.8％，高学年で32.1％程度だという報
告がある14）．

指さない多くの一般の子どもたちにとっても大
切な役割を持つと考えられる．本研究は，ジュ
ニアスポーツが広く行われる学校部活動がス
ポーツ全体のイメージに与える影響を検討す
る．

１．１　スポーツの効用
　定期的にスポーツを行うことにはどのような
効用があるだろうか．青少年期のスポーツの意
義として，まず，スポーツ基本法などが謳っ
ているように，身体の発育を促進し，体力と
運動能力を向上させる効果が挙げられるだろ 
う1）．十分に骨や筋肉を育てるためには，満足
な栄養に加えて，運動による適度な刺激が不可
欠である．成人してからもなお，スポーツは神
経細胞の成長を促したり，判断や意思決定を
行う前頭前野や記憶や感情の整理を行う海馬
を活性化させたりする効果が認められる2）．精
神的な健康への影響もまた部分的ではあるが
示されている．たとえばIkenouchi-Sugita他3）

は，社会人を対象に体を動かすことがうつ低減
につながることを示している．ただ，Biddle & 
Asare4）が青少年を対象とした研究をレビュー
したところによると，運動が精神的健康に良い
効果はありそうだがその効果量はかなり小さい
という結論であった． 
　さらに，スポーツ活動の継続には心理的な効
果があることが指摘される．まず，勝利を目指
して努力する中で問題解決能力や自己効力感の
向上が示されている5）6）．例えば新本5）は，小
学5・6年生800名弱を対象にスポーツ参加と
自己効力感の関係について調査を行った．そし
て，放課後など週1回以上の定期的スポーツを
実施している群はしていない群よりも，週3回
以上活動している群は週1－2回実施群より
も，自己効力感が高く，継続年数もまた自己効
力感を高めることを示した．この調査ではス
ポーツ実施の形態は分析に加えられてないた
め部活動のような所属意識が高い団体に参加
しているとは限らないが，部活動を取り上げた
研究もある．例えば，運動系の部活動に所属し
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考えられる．例えば，運動や食事制限について
楽しい・快いというイメージを持つことが，重
要だ・役に立つなど功利的な価値づけを置いて
いることに加えて運動をする程度や食事制限を
する程度に影響していたことを示す研究があ 
る22）．そのため，生涯スポーツ振興を考えると
スポーツのイメージに何が影響するのかを考え
ることは大切だと考えられる．

１．３　本研究の目的と仮説
　そこで本研究は，青少年期の課外スポーツ経
験の影響を，「スポーツ進学」がなくかつスポー
ツとは関係がない学部に進学した大学新入生を
対象に検討することとした．具体的には，研究
1にて，中学校・高校時代に部活動や地域スポー
ツなどで定期的にスポーツをしていた者として
いない者とで，スポーツに対するイメージの内
容は異なるかどうかをまず検討する．次に研究
2にて，高校時代に定期的にスポーツをしてい
た者は，していなかった者と比べて，スポーツ
に対してより肯定的なイメージを持つのかを検
討する．学校部活動に焦点を当てた理由は，高
校生がスポーツ・運動を行う場所として最もよ
く見られるからである．実際に研究2では地域
団体での活動も回答してもらったがほとんど出
なかった．
　類似した研究として，高校1・2年生約2,400
名を対象に行われた青木23）の調査がある．彼は，
高校運動部員及び非運動部員を対象にスポーツ
観を測定した．そして，スポーツに価値を置く
程度やスポーツマンがスポーツをやらない人よ
りも卓越しているという認識は，運動部員の方
が文化部員や無所属の生徒よりも強いことを報
告している．しかしながら，青木では検討され
ていない事柄がいくつかある．
　第1に，青木のスポーツ観には，人間関係に
関する項目があまり含まれていない．スポーツ
の価値性の第１因子では，20項目中人間関係に
関わる内容は，「スポーツは仲間づくりや新し
い人との出会いの場を提供する」の1項目のみ
である．「スポーツの実施状況に関する世論調

　学業の重要性が増す中学生・高校生において
もなお，課外スポーツの実施率は高い．スポー
ツ庁が2017年度に行った「運動部活動等に関す
る実態調査」によれば，中学校段階での運動部
加入率は72.5％，高等学校段階では54.5％であ 
る15）．しかしながら，競技レベルが高いごく一
部の層を除き高校卒業と共にやめる者が大半
で，社会人になって継続的にスポーツをしてい
る者は少数派である．厚生労働省の調査16）やス
ポーツ庁の調査17）によれば，働き盛りの30代か
ら50代で日常的にスポーツ・運動を行っている
日本人は20％前後であり，アメリカの約70％と
は対照的である18）．
　この理由は，日本の課外活動のシステムによ
るところが大きいだろう．日本では中学生以上
のスポーツ活動が学校の部活動を中心として行
われることが多いため，卒業と共にスポーツを
する場所と仲間を失ってしまうことが一因では
あろう．種目にもよるが，プレーする場所や仲
間を新たに探すことは手間がかかる．しかしな
がら，ママさんバレーや大人のフットサルグ
ループ，マラソン等何らかのかたちでスポーツ
を続けている大人も存在する． 
　成人の運動実施率や運動する理由・しない理
由については多数の研究があり，時間や経済的
なゆとり，一緒に行う仲間，運動に価値を置く
程度，社会的プレッシャー，環境的な容易さ等
が実施率を高めることが判明している19）20）．し
かし，私たちは常に論理的に思考しているわけ
ではなく，直感的でおおざっぱなイメージが私
たちの判断や行動に影響することが知られてい
る．例えば，Williams & Bargh21）は判断前に温
かいものを持たせると冷たいものを持たせた場
合と比べて，提示された人物を優しく温かい人
だとイメージしたり，友達に利する行動をした
りすることを示した．スポーツに関しても環境
的要因が揃っていても「めんどくさくて」し
ない層がいる17）ように，直感的なものであるス
ポーツに対するイメージもかなり影響があるの
ではないだろうか．
　イメージが望ましいほど接近動機が強まると
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のではないかと考え，本研究では関連性を検討
することとした．
　第3に，青木の研究は部活動に今まさに参加
している現役高校生を対象にしていた．しかし，
物事の効果には短期的な効果と長期的な効果が
あり，この二者は相違する可能性がある．例え
ば，中学校・高校の学校行事についての長期的
な効果を見るために回顧的インタビューを実施
した河本26）は，進行中に調査した先行研究では
得られなかった要因を見出している．著者らは
長期的な効果により関心があり，活動を終えて
こそ，その意義や問題を冷静に考えることがで
きると考え，本研究では「部活動」を卒業した
大学新入生を対象に検討した．
　回顧的手法とイメージに関して異なる指標を
用いる本研究においても，スポーツについての
イメージは肯定的であり（仮説1），運動部出
身者はそれ以外の者よりもスポーツに対して肯
定的なイメージを持つことを予想する（仮説
2）．本研究ではこれに加え，スポーツに対す
るイメージの形成に高校時代のスポーツ活動の
頻度や部内での役割，部活動を重視する程度の
影響も検討する．部内で役割を持っていたり部
活動を個人的に重視していたりする運動部出身
者ほどスポーツに肯定的なイメージを持つと予
想した（仮説3）．また，スポーツ活動の頻度
が多いほどスポーツに入れこんでいて，イメー
ジが肯定的になると予想した（仮説4）．

２． 研　　究　　１

２．１　方法
　回答者と手続き　2019年7月上旬に，都内私
立大学において1年次必修科目の後に任意での
調査への協力を依頼した．QRコードを配布し，
オンライン上のアンケートにその場でアクセス
する方法であった．回答開始前に調査データを
統計的に処理し発表する可能性と途中で回答を
やめる権利を有していることについて説明し，
了解した者が協力した．研究の実施にあたって
は，所属大学の研究倫理委員会による承認を受
けた．

査」17）が成人に対して運動・スポーツがもたら
す価値は何か尋ねたところ，「健康・体力の保
持増進」（73.3％）という直接的な身体的への
効用が確かに最も肯定されていたが，「精神的
な充足感」（38.2％）や「人と人との交流」（37.1％）
の肯定率も高かった．実際に，身の回りのスポー
ツ経験者の多くは，スポーツのイメージとして
人間関係が養われたことや対人スキルが上がっ
たことを述べる．そこで，具体的な内容を明ら
かにするために，項目をこちらが設定する形で
はなく，自由記述の形で尋ねることにした．こ
のようにすることで，身体的健康以外の側面，
特に人間関係や対人面のことがらにどのくらい
言及があるか検討したいと考えた．
　第2に，運動部活動への取り組みの程度とス
ポーツに対するイメージとの関係が未検討であ
る点である．スポーツ庁が成人を対象に行った

「スポーツの実施状況に関する世論調査」17）によ
れば，運動・スポーツが嫌いな理由として，「苦
手だから（68.8％）」という相対的な能力・評
価への言及（女性に多い）と，物理的な体への
負担を示す「疲れるから」（60.1％）が多く選
ばれており，スポーツに対する代表的な否定的
なイメージだと考えられる．また平田が大学生
300名弱を対象に行った調査24）において，スポー
ツと聞いてはじめに思い浮かぶ言葉として「汗」
が圧倒的多数を占め，「走る」「疲れる」「健康」
がこれに続いた（同義語である「運動」を除く）．
これらの調査はこのようなイメージが何につな
がっていくかまで検討していない．しかし，こ
のような「大変」で「疲れる」イメージは，中
年期のスポーツ実施率の低さにつながる可能性
がある．実際に，40代から60代を対象にした西
田の調査25）によれば，スポーツ実施群と非実施
群で大きく異なったのは，共に行う仲間の存在
に加え，「人生を豊かにする」「体にも心にも良
い」「私の生活に欠かせない」等かなり多様な
6項目で測定された運動・スポーツへの価値づ
けであった．このようなイメージがなぜ生まれ
たのかを考えたとき，学校の部活動，特に高校
の運動部の活動量の多さと密度14）が一因である
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グを行った．一致率はそれぞれ95.06%，91.36%
であった．一致しなかった項目については，3
人目のコーダーと共に3名で相談してカテゴ
リーを決定した．なお，複数要素を記述する回
答者は10％以下と少なかったため，主な内容を
一つ選びコード化した．そして，自由記述内容
とスポーツ経験との関係についてカイ二乗検定
を用いて検討した．有意確率は5%を採用した．

２．２　結果
　スポーツの良いところについて表2にまとめ
た．最も多く挙げられたのは「人間関係・対人
スキルの上昇」であり，次に「身体的健康」と「精
神的健康」が挙げられた．勝利・達成感に関連

　当日の出席者100名程度のうち，81名が回答
した（男性17名，女性64名）．回答者の平均年
齢は18.21歳，標準偏差は0.41であった．
　質問項目　まず，フェイス項目（性別，年齢，
学年，専攻）を尋ねた．次に，部活動経験につ
いて，「中学校・高校時代にスポーツ系の部活
動や習い事を1年以上やったことがあります
か」と尋ね，「チームスポーツ（サッカーやバ
スケ）」「個人スポーツ（水泳やテニス）」「なし」
から複数選択で回答を得た．その後，スポーツ
の良い所と悪い所を自由に記述させた．
　分析方法　回答者の約２/３は中学校・高校
時代に一年以上の課外スポーツ経験があった．
その内訳は個人スポーツまたはチームスポーツ
の経験がある者が大半であるが，個人スポーツ
とチームスポーツ両方の経験がある者が5名

（6.17％）いた．中学校・高校時代に課外スポー
ツ経験がある54名とない27名について分析を
行った［表1］．
　この分析対象者に対し，スポーツの良いとこ
ろ及び悪いところを分析した．筆者らでコー
ディングスキーマを準備し，独立にコーディン
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表１　回答者の中学高校時代のスポーツ経験

チームスポーツ
合計

個人スポーツ なし あり
なし 27（33.33） 24（29.63） 51（62.96）
あり 25（30.86） 5（6.17） 30（37.04）
合計 52（64.20） 29（35.80） 81（100.00）

注　数字は度数と全体に対する比率

表２　スポーツの良いところに関する回答

カテゴリー名 記述例
経験あり
（ n＝54）

経験なし
（ n＝27）

頻度 （％） 頻度 （％）
1 身体的健康 健康な体つくりができる，体力がつく，生活習

慣病の予防になる
4（7.41） 10（37.04）

2 精神的健康 ストレス発散，リフレッシュできる，すっきり
する

8（14.81） 5（18.52）

3 人間関係の良化・
対人スキル上昇

コミュニケーション能力向上，チームワークを
磨ける

13（24.07） 5（18.52）

5 勝利・達成感 何か目標を作りそれを達成できたら嬉しいし楽
しい，達成感が得られる

10（18.52） 1 （3.70）

6 自己成長 自分磨きにもなる，社会に出た時に役立つ力が
育つ，忍耐力がつく

8（14.81） 1 （3.70）

7 楽しさ 楽しい，楽しめる，夢中になれる 8（14.81） 2 （7.41）

8 その他 0（0.00） 0 （0.00）

9 なし 3（5.56） 3（11.11）
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２．３　考察
　全体的に，スポーツの長所として，身体的健
康だけではなく，精神的健康や対人スキルを含
めた自己成長が大きいととらえられていた．こ
の傾向は課外スポーツ経験者の方でより強かっ
た．これは，運動部活動の中で多様なスポーツ
の良い面を学んだからであろう．一方，スポー
ツの短所として課外スポーツ経験者も非経験者
も身体的な負担や能力差の顕在化を挙げてい
た．回答者の1/3以上が悪いところは「ない」
と答えていたことは，スポーツに対するイメー
ジは全体として望ましいことを示す（仮説1支
持）．
　ただし，その割合に運動部経験の影響は認め
られなかった（仮説2不支持）．研究1におい
ては中学校・高校時代において一年以上課外活
動としてスポーツをしていれば「経験あり」と
みなした．そのため，中学生時のみスポーツを
していた層と高校までスポーツをしていた層を
分離することができない．また，部活動は一般
に学生生活の中で価値が置かれることが多い
が，個人差はあり得る．今回は回答者たちに直
接その活動が本人にとって重要な活動であった
かは確認していなかった．
　そこで，スポーツに対するイメージの望まし
さを検討する研究2においては，高校で引退時

する記述，対人スキル以外の自己成長について
の記述も見られたが数は少なかった．精神的で
かつ長期的な成長を良いところだと考える様子
がうかがえる．
　良いところについて，中学校・高校時代の課
外スポーツ経験による有意な差が認められた 

（χ2（5）＝16.06, p<.05）．下位検定によれば，
経験がある者はない者よりも有意に自己成長を
挙げており，経験がない者はある者より有意に
身体的な健康を挙げていた（ p<.05）．
　スポーツの悪いところについて表3にまとめ
た．最も多く挙げられたのは「身体的な負担」
であり，次に「能力の差が見える」であった．
精神的な負担，人間関係悪化についての記述も
見られたが数は少なく，勝利・達成感の反対の

「敗北」に関する記述は見られなかった．スポー
ツの良いところについて「なし」と回答した者
は10％以下であったが，スポーツの悪いところ
については「なし」が三分の一以上見られた．
興味深いことに，スポーツの悪いところに「な
し」と答えた者は課外スポーツ経験がない者群
で10％多かった．悪いところについても同様に
検定を行ったが，中学校・高校時代の課外ス
ポーツ経験による有意な差が認められなかった 

（χ2 （5）＝9.37, n.s.）．

スポーツイメージと運動部経験

表３　スポーツの悪いところに関する回答

カテゴリー名 記述例
経験あり
（ n＝54）

経験なし
（ n＝27）

頻度 （％） 頻度 （％）
1 身体的負担 怪我をするかもしれないこと，疲労感，ケガが多い 12（22.22） 10（37.04）

2 精神的負担 つらい，やらかしたら責められる 4（7.41） 3（11.11）

3 人間関係悪化 人間関係がめんどくさい，仲間と分裂する，内
輪揉めがめんどう

6（11.11） 0 （0.00）

4 能力の差が見える 能力の差がでてきてしまう，下手な人は上手い
人に見下される

12（22.22） 2 （7.41）

5 敗北 0（0.00） 0 （0.00）

8 その他 文武両道が大変，汗をかいて後が気持ち悪い所 3（5.56） 0 （0.00）

9 なし 17（31.48） 12（44.44）
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週1未満か学校と同じ系統の団体で活動してい
た（3名）．学校の部活動には参加せず地域の
運動系チームで週2回活動していた1名につい
ては，運動部所属としてカウントした．
　最後に，スポーツに対するイメージを測定し
た．具体的には，「最後にスポーツのイメージ
についてお聞きします．」と前置きしたうえで，

「スポーツから連想する言葉を１つ挙げてくだ
さい」と依頼した．さらに，「上で挙げた言葉は，
あなたにとって，どのくらい良い意味・悪い意
味ですか」と尋ね，「良い（5）」「やや良い（4）」

「どちらとも言えない（3）」「やや悪い（2）」「悪
い（1）」から回答を求めた．これを3回繰り返
して終了とした．
　分析方法　部活動経験についての内訳は，
運動部所属が26名（32.9%），文化部所属が34
名（43.0%）， 所 属 な し が19名（24.1%） で あ 
り（注），部活動経験の分布に性差は認められな
かった（χ2 （2）＝1.48, n.s.）．具体的な種目と
して，運動部ではサッカー・バドミントン（各
6名），テニス（5名），ダンス・バスケ・剣道

（各2名）が多く，文化部では吹奏楽・軽音（各
7名），茶道・演劇（各3名）が多く挙げられた．
研究2では，運動部所属群・文化部所属群・所
属なし群を比較した．
　具体的には，まず部活動経験に関する記述統
計を算出し，つぎにスポーツからの連想語の望
ましさに影響する要因について重回帰分析を用
いて検討した．また，連想語の内容について，
筆者らでコーディングスキーマを準備し，仮説
を知らない学部生2名に独立にコーディングを
依頼した．一致率は87.4%であり，一致しなかっ
た項目については，筆者らが相談してカテゴ
リーを決定した．そして，記述内容とスポーツ
経験との関係についてカイ二乗検定を用いて検
討した．有意確率は5%を採用した．

３．２　結果
　まず部活動経験に関する質問への回答を見て
いく．部内での立場については，部長・主将を
2，副部長・パートリーダー・演出などを1，

期まで部活動をしていた者と，高校時代に運動
部に所属していなかった者を比較することにし
た．また，部活動の活動頻度，部活動内での役割，
部活動が本人にとってどのくらい重要であった
かも尋ねて関係を見た．

３．研　　究　　２

３．１　方法
　回答者と手続き　2020年6月下旬から7月上
旬に，都内私立大学において1年次必修科目後
に調査への協力を依頼した．遠隔授業期間中で
あったため，授業フォルダの教材の下にオンラ
イン上のアンケートへのリンクを表示し，任意
での協力を依頼した．事前説明において成績な
どとは関係しないこと，完全に匿名であること
を明記した．
　履修者166名中，81名が回答に協力した．そ
のうち2名は2年生であったため分析から除外
し，79名分を分析した（男性14名，女性65名）．
分析対象者の平均年齢は18.30歳，標準偏差は
0.52であった．
　質問項目　まず，フェイス項目（性別，年齢，
学年，専攻），次に，本論文では報告しないパー
ソナリティ関連の質問を行った．つぎに，高校
時代の部活動について質問した．具体的には，
部活動に参加していたかを尋ね（選択肢：運動
部所属，文化部所属，運動部と文化部に所属，
所属なし），さらに，部の名称（自由記述），部
内での立場（自由記述），部の通常期間の活動
日数（週当たり），回答者の部活動への参加日
数（週当たり），活動の個人的な重要度を尋ねた．
重要度については，「あなたにとって部活動は
どれくらい重要でしたか」と尋ね，「とても重
要（6）」「かなり重要（5）」「やや重要（4）」「や
や重要ではない（3）」「あまり重要ではない（2）」

「まったく重要ではない（1）」から回答を求めた．
　なお，高校・地域によっては，学校の部活動
ではなく地域の団体で活動することもある．そ
こで，学校の部活動への所属に加え，地域のチー
ムなどへの所属も尋ねた．しかし，地域の団体
に参加している者は少なく，一人を除き活動が
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文化部で3.46日（SD＝2.27）であった．この2
群での差もまた有意であった（ t（55.307）＝3.53, 
d＝.86，p<.05,）．なお，参加日数を活動日数
で割ることにより算出した部活動参加率は，運
動部で98.29%（SD＝4.74），文化部で92.03%（SD
＝19.15）と大変高かった．参加率の差は有意
ではなかった（ t（38.359）＝1.83，d＝.42, n.s.）．
　次に，スポーツから連想する言葉に関して内
容分析を行った［表4］．最も多く挙げられた
のは「人間関係の良さ・結束」であり，次いで

「努力・根性」と「精神的健康」と「身体的健
康」が挙げられた．「試合・勝利」についての
記述も見られたが，数は多くなかった．「その

なし・キーボード等担当楽器名やポジションの
記載を0とコードした．全体の分布は，部長・
主将は12名（20.3%），副部長・リーダーなどは
20名（33%），部員は27名（45.8%）であり，文
化部出身者と運動部出身者で分布に有意な差は
認められなかった（χ2（4）＝4.75, n.s.）．
　所属する部の週当たりの活動日数の平均値
は，運動部で5.26日（SD＝1.49），文化部で3.90
日（SD＝2.43）であり，この2群での差は有
意であった（ t（55. 485）＝2.66，d＝.64，p<.05
等分散性が仮定できないためWelchの補正を
使用）．また，部活動への回答者の週当たり参
加日数の平均値は，運動部で5.14日（SD＝1.38），

スポーツイメージと運動部経験

表４　スポーツからの連想語

カテゴリー名 記述例
部活動所属

合計運動部
（ n＝26）

文化部
（ n＝34）

所属なし
（ n＝19）

勝利・試合
勝負，試合，大会， 
オリンピック，歓声

9（11.5） 6 （5.9） 4 （7.0） 19 （8.0）

努力・根性
努力，情熱，忍耐，根性，
頑張る力

11（14.1） 18（17.6） 7（12.3） 36（15.2）

身体的健康
体力，筋肉，健康，代謝，
やせる

10（12.8） 16（15.7） 5 （8.8） 31（13.1）

身体的不健康 疲労，つかれる，怪我， 1 （1.3） 8 （7.8） 2 （3.5） 11 （4.6）

精神的健康・
楽しさ

楽しい，明るい，さわ
やか，発散，達成感

11（14.1） 15（14.7） 7（12.3） 33（13.9）

精 神 的 不 健
康・厳しさ

悩み，つらい 2 （2.6） 1 （1.0） 1 （1.8） 4 （1.7）

人間関係の良
さ・結束

チームワーク，仲間，
連携，絆，協調性，
ワンチーム

18（23.1） 14（13.7） 14（24.6） 46（19.4）

人間関係の厳
しさ・しがらみ

連帯責任，上下関係 0 （0.0） 2 （2.0） 0 （0.0） 2 （0.8）

練習 練習，運動，動く，走る 9（11.5） 12（11.8） 2 （3.5） 23 （9.7）

成長 成長，技術 4 （5.1） 1 （1.0） 1 （1.8） 6 （2.5）

その他
野球，テニス，ボール，
水分補給，授業

3 （3.8） 9 （8.8） 14（24.6） 26（11.0）

合計 78（100.0） 102（100.0） 57（100.0） 237（100.0）
注）回答者には３つずつ連想語を挙げてもらった．欠損値はなかった．
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なものが多く，文化部出身者よりも運動部出身
者のほうが，より望ましい言葉を連想すること
が示された（仮説1，2支持）．これは先行研
究23）と一致する結果である．また，スポーツか
らの連想として多様な言葉が挙げられており，
その内容をカテゴリー化することで分析したと
ころ，身体的健康よりも，人間関係の良さや仲
間としての結束に関する記述が目立った．
　それに加え本研究では，予測に反し，部活動
への参加日数が多いほどスポーツのイメージが
悪くなるという関係が示された（仮説4不支
持）．特に運動部で見られたこの関係について
は，部活動が活発すぎるとスポーツの悪い面も
経験せざるを得なくなるからではないかと考え
る．また，スポーツが趣味や楽しみではなく，
必須の義務になってしまっていて，内発的動機
づけが下がった可能性もある．強制されて行っ
ていると，内発的動機づけや課題への好意が下
がることは教育心理学で繰り返し示されてい 
る27）．なお，部活動の個人的な重要性や部内の
役割は連想語の望ましさと関連していなかった

（仮説3不支持）．

４．全 体 的 考 察

　本研究は，青少年期の課外スポーツ経験がス
ポーツのイメージに与える影響を検討するため
に，大学新入生を対象に2つの調査を行った．
中学校・高校時代の課外活動の経験を振り返り
つつ，現在のスポーツのイメージについて，ス
ポーツの良いところ・悪いところを挙げさせる

他」として分類されたものの内容は，具体的な
種目名やスポーツに使用する道具名がほとんど
であった．
　独立性の検定を行ったところ，部活動所属
とカテゴリーとの関係の関連は有意であった 

（χ2（20）＝34.56，p<.05）．下位検定（ p<.05）
によれば，文化部出身者は身体的不健康の記述
が有意に多く，所属なしはその他が有意に多
かった．運動部出身者は，それ以外と比べてそ
の他の割合が有意に少なかった．
　最後に，スポーツから連想されるとして挙げ
られた言葉の望ましさについて検討した．回答
者にはそれぞれについて5件法で自分にとって
の望ましさを評定することを求めた．3つの
言葉の内部相関はあまり高くなかったが（α
＝.46），それぞれの言葉の望ましさは3つの言
葉の望ましさの平均値と中程度以上の正の相関
がみられたため（ r＝.72, .68, .67, ps<.01），以
降の分析では平均値を「スポーツ連想語の望ま
しさ」の指標として使用することとした．その
平均値は4.14（SD＝0.81）で，尺度の中央値で
ある2.5よりも有意に望ましかった（ t（78）＝
7.10，p<.001）．「スポーツ連想語の望ましさ」
と部活動への参加日数の間には，運動部出身者
では有意な負の相関が見られたが（ r＝－.42, 
p<.05），文化部出身者では相関は有意ではな
かった（ r＝－.23, n.s.）．
　このスポーツ連想語の望ましさを被予測変数
とし，部活動所属・部活内役割の有無・部活動
重要性・週当たり参加日数を予測変数とする重
回帰分析を行った．その結果，モデルは有意で
あった（表5，F（6, 52）＝3.31，p<.01；多重共
線性の指標VIFは2.5未満であった）．運動部出
身者の方が文化部出身者よりも連想語がより望
ましく，部活動への参加日数が少ないほど連想
語が望ましいことが示された．部活動の個人的
な重要性や部内の役割は連想語の望ましさと関
連していなかった．

３．３　考察
　スポーツから連想する言葉は全体的に肯定的
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表５　連想語の望ましさに関する重回帰分析

変数名 β 
部活動所属（２運動部，１文化部） .538 **
部内での立場 .090
部活重要性 －.090
週当たり参加日数 －.379 *
部内での立場*部活動所属 －.073
参加日数*部活動所属 .047

R2 .276 *
**p<.01
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かすことを楽しむ（47.5%）」が挙げられており，
次点は「学業や他の活動と両立できる（32.8%）」
が続き，「専門の指導が受けられる（28.4%）」「競
技力の向上を目指す（22.4%）」よりも多い．ま
た，本研究の回答者たちはスポーツ関係の学部
や運動部が充実した大学を選ばなかった時点で
スポーツの競技レベルがあまり高くなかったこ
とも関係している可能性がある．
　部活動の活動量の多さについては，スポーツ
庁が2018年に提示した「運動部活動の在り方に
関する総合的なガイドライン」11）の「年間を通
したバランスの取れた活動への配慮」という項
目において（p.14），過度な活動に注意が向け
られ，休息日や休息期を取る必要性が明記され
たことが良い影響をもたらすであろう．このガ
イドライン実施により，高校においてはほとん
ど変化がないものの，中学校での運動部活動の
活動日数は2017年度と比べて2019年度は減って
いる14）．
　最後に本研究の限界を述べる．まず，あくま
でも相関研究であり，因果関係を検討すること
が難しい点がある．運動部出身者がそれ以外
の者よりもスポーツのイメージが望ましかった
が，これにはスポーツを行ううちに親しみから
イメージが望ましくなるという因果の方向も，
スポーツのイメージが肯定的な者が運動部に入
りやすいという因果の方向もありえよう．ただ
今回のデータで，運動部活動が相対的に活発で
はなかった者ほどスポーツのイメージが肯定的
であったことを考えあわせると，後者のみでは
説明できない．そのため，スポーツをすればす
るほどイメージは望ましくなるのではなく，ス
ポーツをするとあるところまではイメージが望
ましくなるが，過度に行うとイメージが悪く
なってしまうという逆Ｕ字型の関係があること
が示唆される．
　また，今回は連想語とその望ましさという回
答者本人が意識的に回答する形の指標を用い
た．近年反応時間を用いた潜在的な指標が用い
られる機会が増えており，顕在的態度と潜在的
態度が異なる可能性も指摘されている28）．潜在

方法と，スポーツから連想する言葉を挙げさせ
望ましさを評価させる方法という，2種類を用
いて測定した．
　その結果，現役高校生を対象に調査した先行
研究23）同様，スポーツに対して全体的に肯定的
なイメージが持たれており，運動部出身者のス
ポーツに対するイメージは，文化部出身者の者
よりも望ましいことが示された（仮説1，2支
持）．
　本研究ではさらに，イメージの具体的な内容
に関して，スポーツの直接的なメリットである
身体的な健康や精神的健康に加え，社会的な機
能（密な人間関係の持つ肯定的な面）がかなり
意識されていることが示された．また，課外ス
ポーツ経験者の方が身体的健康以外の派生的な
良い所を多く挙げており，これは，課外スポー
ツの中でさまざまな経験をする中で実感した結
果ではないかと考える．
　また，本研究のオリジナリティとして，スポー
ツに対するイメージの形成に高校時代のスポー
ツ活動の頻度や活動を重視する程度なども影響
するのかを検討した点が挙げられる．活動を重
視する程度や部内の役割の有無の影響は認めら
れなかったが（仮説3不支持），週当たり参加
日数が少ないほど望ましい言葉を連想するとい
う結果が得られた．これは，スポーツに親しむ
うちにスポーツのイメージが肯定的になってい
くと考えた仮説4とは逆のパターンである．先
行研究同様に本研究においても全体的にスポー
ツについて望ましいイメージがあったことと併
せると，密度の濃いスポーツ活動によってス
ポーツの悪いところも経験せざるを得ないこと
や，強制による内的動機づけの低下などが原因
として考えられよう．「強制」と表現したのは，
週当たり参加日数の平均が運動部では5日を超
えており，参加率も97％と大変高かったからで
ある．かなり多くの時間を課外スポーツに費や
しているために，スポーツが好き・楽しいとい
う内的動機づけが下がってしまったと考えられ
る．笹川スポーツ財団の調査14）によれば，青少
年が理想と考える運動部として第一に「体を動
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アクセス）, 2016.
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的スポーツ観もまた運動実施などに影響するた
め29），今後は，部活動を続けているうちにさら
に肯定的になるのかという変化を検討する研究
や，潜在指標の関係を見た研究が望まれよう．
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